
鹿島市教育委員会会議録（12 月定例会） 

 

１ 開会、閉会、休憩の年月日時刻 

 （１）開会   平成２９年１１月３０日（木） ９時３０分 

 （２）閉会   平成２９年１１月３０日（木）１０時４６分 

 （３）休憩   平成  年  月  日  時  分～  時  分 

 

２ 出席及び欠席委員の氏名 

 （１）出席  江島秀隆教育長  田中隆昭委員 

        岡田和人委員   田代道子委員    

木原八重子委員 

 

３ 委員及び傍聴人を除き、議場に出席した者の氏名 

・寺山教育次長          ・山﨑生涯学習課長 

・針長教育総務課参事       ・岡指導主事 

・永石生涯学習課課長補佐     ・一ノ瀬給食センター所長 

・高本教育総務課課長補佐 

 

４ 教育長の報告事項 

 ・ いじめ問題対策委員会が１１月開催され、その中で、いじめの予防、い

じめの防止に努めること、日頃から子どもの心に寄り添うこと、教職員の

感性を高めることを確認した。 

  

・教育委員会行事について 

鹿島市文化祭（11/3）  

・・少年の夢発表の時、観客が少なかったのが残念。 

ものづくりイベントの日（11/23） 

・・祝日の午後に実施し、現在集計中だが、多数の参加者があった。

今年度は材料費等の県補助があり、多くの子どもたちに自分が作成

したものを持ち帰らせることができた。 

    来年度は、市民図書館の協力を得て、当日会場での「ものづくり」

の本の貸し出しができれば、さらに興味を引き出すことができるの

ではないか。 

  

・子どもたちの活躍について 

   西部中の女子駅伝  

九州大会、全国大会出場。九州大会では 18組中 12位の成績。 

全国大会は 12／17に滋賀県で開催される。 

佐賀県児童生徒理科研究発表会 

 西部中で開催された。市内の子どもたちも受賞している。 

  

・表彰関係 

   教育者表彰受賞（文部科学大臣表彰）・・西部中学校校長 白仁田 茂 氏 

高齢者叙勲受章・・森田 幸 氏（元能古見小学校校長） 



 ５ 会議に附議した事件の題目及びその内容［担当課長等説明］ 

   

【議案第３８号】 

鹿島市立能古見小学校浅浦分校閉校記念事業交付金交付要綱の制定 

について 

 

（内容） 

鹿島市立能古見小学校浅浦分校閉校記念事業交付金交付要綱を別紙の

とおり制定したいので、委員会の議決を求める。 

 

（提案理由） 

 鹿島市立能古見小学校浅浦分校が平成３０年３月末をもって廃校する

にあたり、そのお別れ式等記念事業を実施する団体に交付金を交付する

必要があるので、この案を提出する。 

 

（質問事項等） 

  なし 

 

 

※提案どおり承認。[全員承認] 

 

 

【議案第３９号】  

   地区公民館の指定管理者の指定について 

  

（内容） 

    地方自治法第２４４条の２第３項及び鹿島市公の施設に係る指定管理

者の指定手続等に関する条例第４条第１項の規定により、地区公民館の

指定管理者の候補者を選定し、１２月議会定例会に提出するので、委員

会の議決を求める。 

 

（提案理由） 

 地区公民館の管理を指定管理者に行わせたいので、この案を提出する。 

 

（質問事項等） 

  なし 

 

 

※提案どおり承認。[全員承認] 

 

 

 

 

 

 



【議案第４０号】 

平成２９年度 教育費予算の１２月補正について 

 

（内容） 

教育費補正予算見積書により、１２月市議会定例会に補正予算を提出

するので、委員会の議決を求める。 

 

（説明） 

   教育総務課分 （主なもの） 

西部中の駅伝全国・九州大会出場に係る参加費補助金の計上 

    浅浦分校閉校記念事業交付金の計上 

     学校生活支援員の増員に係る賃金の計上ほか 

 

生涯学習課分 （主なもの） 

   指定寄附活用 

・・市民図書館図書購入費、スポーツ振興事業費の計上 

明治維新 150 年記念事業・・田島勝爾記念顕彰事業費の計上 ほか 

 

（質問事項等） 

  なし 

 

 

※提案どおり承認。[全員承認] 

 

 

６ 承認事項 

・鹿島市教育委員会１２月定例会議事録の承認について 

 

※承認。[全員承認] 

 

７ 報告事項 

・指定寄附の受け入れについて 

 

８ その他 

・１２月の学校行事等について説明 

 

・タイからの観光客が弓道を体験。鹿島市弓道連盟の協力があり、興

味深く歴史や作法を学んでいた。タイではタイ式アーチェリーが流

行の兆しで弓道への興味から体験の申し入れあったのではないか 

   


